
　

３
月
定
例
市
議
会
で
は
、
大
西
市
長
が
平
成
30
年
度
施
政
方
針
を
表
明
し
、

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
理
念
や
主
要
な
施
策
を
説
明
し
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
中
か
ら
、
予
算
と
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。
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本
市
で
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
に
立
ち
向
か
い
、
所
得
向
上
と
雇
用
創
出

に
よ
り
地
域
経
済
の
再
生
を
図
る
た
め
、
全

国
に
先
駆
け
て
「
な
が
と
成
長
戦
略
」
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
国
の
地
方
創

生
の
取
組
と
相
ま
っ
て
、
こ
れ
ま
で
蒔ま

い
た

種
は
着
実
に
成
長
を
遂
げ
、
い
よ
い
よ
蕾

つ
ぼ
み
と

な
り
、
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
30
年
度
は
、
本
市

に
と
っ
て
未
来
を
左
右
す
る
重
要
な
年
と
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
や
事
業
者
の
皆
様
と
の
協
働
の
も

と
、「
な
が
と
成
長
戦
略
」
を
さ
ら
に
深
化

さ
せ
、
点
か
ら
線
へ
、
さ
ら
に
は
面
へ
と
、

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
、「
成
長
へ
の

期
待
」
を
「
成
長
の
実
感
」
に
変
え
る
こ
と

に
よ
り
、
生
涯
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
え
る

「
新
た
な
長
門
市
の
創
造
」
へ
一
歩
前
進
で

き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
私
は
、
3
つ

の
重
点
課
題
の
も
と
、
新
た
に
政
策
形
成
を

行
う
た
め
の
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
や
政
策
フ
ェ

ス
を
実
施
し
、
平
成
30
年
度
の
予
算
の
編
成

作
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
１
点
目
に
、
市
民
の
皆
様
が
健
や
か

に
暮
ら
す
こ
と
で
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
『
健

幸
づ
く
り
』、
２
点
目
に
、
地
場
産
業
が
活

躍
し
、
ま
ち
に
活
力
を
生
み
出
す
『
し
ご
と

づ
く
り
』、
そ
し
て
３
点
目
に
、
市
民
や
関

係
団
体
等
が
一
丸
と
な
っ
た
市
民
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
『
地
域
総

合
力
の
発
揮
』、
こ
の
３
項
目
を
重
点
施
策

と
し
、「
選
択
と
集
中
」
を
徹
底
し
た
「
地

域
の
ち
か
ら
発
揮
予
算
」
を
編
成
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

人件費
3,540,442
（16.4％）

扶助費
3,068,115
（14.2％）

公債費
2,777,963
（12.9％）

その他
633,968
  （2.9％）

普通建設事業費
4,300,207
（19.9％）災害復旧事業費

3,300
（0.0％）

物件費
2,896,545
（13.4％）

補助費等
2,342,155
（10.9％）

繰出金
2,037,305
（9.4％）

維持補修費
 　　  230,330
積立金　　  112
貸付金   82,902
投資及び出資金
          300,624
予備費  20,000

義務的経費
 9,386,520
　　（43.5％）

    その他の経費
  7,909,973
（36.6％）

歳出総額
21,600,000

投資的経費
4,303,507
（19.9％）

平成30年度 一般会計予算の構成（単位：千円）

市税
3,627,534
（16.8％） 諸収入

665,184
（3.1％）

その他
1,166,974
 （5.4％）

県支出金
1,539,375
（7.1％）

市債
3,895,000
（18.0％）

地方交付税
7,840,000
（36.3％）

その他
847,500
   （3.9％）

歳入総額
21,600,000

自主財源
 5,459,692
     （25.3％）

依存財源
　　16,140,308
　　（74.7％）

分担金及び負担金
　　  　145,363
使用料及び手数料
        　242,675
財産収入 62,795
寄附金  132,001　
繰入金  584,139
繰越金               1

地方譲与税    180,000
利子割交付金     4,000
配当割交付金   11,000
株式等譲渡所得割交付金
                        7,000
地方消費税交付金
                    586,000
ゴルフ場利用税交付金
                         6,500
自動車取得税交付金
                       40,000
地方特例交付金
                         9,000
交通安全対策特別交付金
                         4,000

国庫支出金
2,018,433
（9.4％）

会計別 予算額
（単位：千円）

前年度予算額
（単位：千円）

増減額
（単位：千円）

増減率
（単位：％）

一般会計 21,600,000 20,320,000 1,280,000 6.3
特別会計 9,926,741 11,108,709 ▲ 1,181,968 ▲ 10.6
　国民健康保険事業 5,078,617 6,056,343 ▲ 977,726 ▲ 16.1

　湯本温泉事業 178,248 110,171 68,077 61.8

　介護保険事業 3,943,546 4,084,562 ▲ 141,016 ▲ 3.5

　電気通信事業 − 156,101 ▲ 156,101 皆減

　後期高齢者医療事業 726,330 701,532 24,798 3.5

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、「
オ
ー
ル
な
が
と
」

の
視
点
で
新
た
な
成
長
に
挑
む
「
地
域
の
ち

か
ら
発
揮
予
算
」
と
位
置
付
け
、「
な
が
と

成
長
戦
略
」
の
取
組
を
は
じ
め
、
今
生
ま
れ

始
め
て
い
る
成
果
を
持
続
さ
せ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
経
験
や
人

財
な
ど
、長
門
の「
ち
か
ら
」を
駆
使
し
て「
全

国
に
誇
れ
る
ま
ち
」を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

「
地
域
の
ち
か
ら
発
揮
予
算
」

平
成
30
年
度
予
算
の
概
要

「
健け

ん

幸こ
う

」や「
し
ご
と
」づ
く
り
、

「
地
域
総
合
力
」の
発
揮
を

　

先
日
開
会
し
た
通
常
国
会
に
お
い
て
、
安

倍
総
理
は
「
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
と
い

う
『
国
難
』
と
も
呼
ぶ
べ
き
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
壁
も
必
ず
や
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
こ
そ
新
た
な
国

づ
く
り
の
時
」
と
示
さ
れ
、「
働
き
方
改
革
」

の
断
行
に
加
え
「
人
づ
く
り
革
命
」
と
し
て
、

全
世
代
型
社
会
保
障
の
実
現
や
教
育
の
無
償

化
、
多
様
な
学
び
の
推
進
、「
農
林
水
産
新

時
代
」
と
し
て
第
一
次
産
業
の
改
革
を
力
強

く
推
し
進
め
よ
う
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

県
に
お
い
て
も
、
村
岡
知
事
の
も
と
、
県

民
誰
も
が
は
つ
ら
つ
と
暮
ら
せ
る
「
活
力
み

な
ぎ
る
山
口
県
」
の
実
現
を
目
指
し
、
人
口

減
少
問
題
に
真
正
面
か
ら
挑
み
、
人
口
の
流

出
や
少
子
化
を
食
い
止
め
よ
う
と
各
施
策
を

展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
看
過
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

本
市
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
も
、
国
の

施
策
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
県

と
よ
り
密
接
な
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

国
・
県
と
の
連
携
を
密
に
、

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う

　

公
営
企
業
会
計
を
除
い
た
予
算
規
模
は

315
億
２
、７
０
０
万
円
で
、前
年
度
比
９
、８
０
０

万
円
（
0.3
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の
建

設
を
行
う
「
仙
崎
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

整
備
事
業
」
や
、
昨
年
10
月
に
指
定
管
理
に

移
行
し
た
「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
費
」、

俵
山
多
目
的
交
流
広
場
の
再
整
備
を
行
う

「
俵
山
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
性
化
事
業
」
な
ど

が
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
に
本

格
的
に
工
事
が
始
ま
る「
本
庁
舎
建
設
事
業
」

や
「
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
整
備

事
業
」、「
日
置
保
育
園
建
設
事
業
」
な
ど
の

増
に
よ
り
、
前
年
度
比
12
億
８
、０
０
０
万

円
（
6.3
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

「
オ
ー
ル
な
が
と
」で

新
た
な
成
長
に
挑
む
１
年
に

■
予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
政
係　
　
　

℡
23
‐
１
２
５
４

本
格
的
な
工
事
着
工
な
ど
で

前
年
度
比
９
、８
０
０
万
円
の
増 健幸づくり しごとづくり 地域総合力の発揮

地域のちからを発揮して
「全国に誇れるまち」の実現を

重点施策① 重点施策② 重点施策③

公営企業会計
　水道事業
　　収益的収入 732,755 745,365 ▲ 12,610 ▲ 1.7

　　収益的支出 689,427 714,138 ▲ 24,711 ▲ 3.5

　　資本的収入 211,046 189,364 21,682 11.4

　　資本的支出 540,552 518,058 22,494 4.3

　下水道事業
　　収益的収入 1,742,398 1,720,130 22,268 1.3

　　収益的支出 1,716,494 1,673,528 42,966 2.6

　　資本的収入　　 951,426 910,844 40,582 4.5

　　資本的支出　　 1,385,653 1,333,187 52,466 3.9
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子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
若
者
を
呼
び

込
み
、
誰
も
が
生
涯
「
健
幸
」
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
健
康
づ
く
り
の
取

組
を
中
心
に
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
、
保
育
園
の
整
備
や
障
害

児
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

■
重
点
取
組
予
算
額
　
38
億
６
、６
３
４
万
円

健
康
づ
く
り
推
進
事
業

３
つ
の
重
点
施
策

ま
ち
の
将
来
を
支
え
る

「
健
幸
」づ
く
り

健
幸
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

■
ラ
ジ
オ
体
操
で
健
幸
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

予
算
額
：
72
万
円

　

市
内
行
事
で
の
実
践
や
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作

な
ど
を
通
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に
取
り

組
み
、
市
民
の
健
康
意
識
向
上
を
図
る
。

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
事
業
（
14
万
円
）

■
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
（
38
万
円
）

ほ
か

■
健
幸
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

予
算
額
：
１
、６
５
５
万
円

　

市
内
７
エ
リ
ア
で
福
祉
・
健
康
事
業
を
推

進
す
る「
地
域
福
祉
エ
リ
ア
支
援
員
」を
配
置
。

■
健
幸
住
宅
推
進
事
業予

算
額
：
９
５
０
万
円

　

断
熱
性
に
優
れ
た
健
康
住
宅
を
普
及
さ
せ

る
た
め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
っ
た
人
に

対
し
市
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を
配
布
。

子
育
て
環
境
の
整
備

■
日
置
保
育
園
建
設
事
業

予
算
額
：
３
億
８
、６
０
７
万
円

　

市
役
所
日
置
支
所
旧
庁
舎
の
跡
地
に
、
子

育
て
支
援
・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
施
設

と
一
体
的
な
日
置
保
育
園
園
舎
を
整
備
。

■
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業

予
算
額
：
６
７
９
万
円

　

現
在
の
児
童
デ
イ
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
改

修
し
、
障
害
児
の
通
所
利
用
や
支
援
者
の
育

成
な
ど
に
活
用
す
る
中
核
施
設
を
設
置
。

　

誰
も
が
元
気
に
働
い
て
い
け
る
ま
ち
の
創

造
に
向
け
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る「
第
２
次
な
が
と
成
長
戦
略
行
動
計
画
」

に
基
づ
き
、
長
門
湯
本
温
泉
の
再
生
や
三
隅

地
区
の
工
場
誘
致
、「
ひ
と
」と「
し
ご
と
」の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
木
育
の
推
進
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
を
着
実
に
成
果
に
結
び
つ
け
ま
す
。

■
重
点
取
組
予
算
額
　
21
億
４
、５
２
６
万
円

な
が
と
成
長
戦
略
の
深
化
に
よ
る

「
し
ご
と
」づ
く
り

地
場
産
業
と
人
を
つ
な
ぐ

■
「
ひ
と
」
と
「
し
ご
と
」
の
ハ
ブ
構
築
に

　
よ
る
地
域
未
来
創
造
事
業

予
算
額
：
６
、４
８
９
万
円

　

生
産
年
齢
人
口
の
定
着
と
地
場
産
業
の
育

成
を
図
る
た
め
、
地
場
産
業
の
魅
力
や
情
報

と
人
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
機
能
を
形
成
す
る
。

 

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

 

・
市
内
企
業
の
魅
力
向
上
支
援

 

・
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 

・
地
域
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
整
備

長
門
湯
本
温
泉
の
再
生

■
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

予
算
額
：
９
、７
７
７
万
円

　

調
和
の
取
れ
た
開
発
や
、
開
発
後
の
民
間

主
体
の
観
光
地
経
営
を
進
め
る
た
め
、
各
分

野
の
専
門
家
に
よ
り
事
業
の
推
進
を
図
る
。

■
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業

予
算
額
：
３
億
９
、９
０
３
万
円

　

計
画
に
基
づ
き
、
ハ
ー
ド
部
分
の
整
備
を

実
施
す
る
。

 

・
駐
車
場
部
分
の
造
成
、南
ス
ロ
ー
プ
の
整
備

 

・
竹
林
の
路
整
備
（
一
部
造
成
・
無
電
柱
化
）

 

・
市
道
美
装
化
工
事
・
設
計

 

・
礼
湯
の
解
体
撤
去

■
湯
本
温
泉
活
性
化
事
業
用
地
整
備
事
業

予
算
額
：
９
、２
３
３
万
円

　

民
間
事
業
者
の
参
入
に
向
け
て
、
恩
湯
周

辺
の
メ
イ
ン
エ
リ
ア
の
造
成
工
事
を
実
施
。

■
湯
本
温
泉
配
湯
タ
ン
ク
整
備
事
業

予
算
額
：
９
、４
８
４
万
円

　

旧
配
湯
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
湯
本
温
泉
３
号

タ
ン
ク
を
整
備
。

林
業
振
興
と
木
育
推
進

■
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業

予
算
額
：
６
３
８
万
円

　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
シ
ス
テ
ム
や
林
業

の
担
い
手
育
成
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
構
築
に
よ

り
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
。

■
木
育
推
進
事
業

予
算
額
：
４
６
１
万
円

　

長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を
拠
点
に
、
新
生

児
へ
の
誕
生
祝
い
品
の
贈
呈
や
、
木
育
キ
ャ

ラ
バ
ン
、
木
育
円
卓
会
議
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
な
ど
木
育
の
取
組
を
推
進
す
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化

■
三
隅
地
区
工
場
用
地
整
備
事
業

予
算
額
：
１
億
１
、７
０
７
万
円

　

三
隅
地
区
へ
の
工
場
誘
致
に
必
要
と
な
る

連
絡
道
路
の
整
備
な
ど
を
実
施
。

■
な
が
と
戦
略
的
産
業
支
援
事
業

予
算
額
：
１
、０
２
４
万
円

　

市
内
の
に
ぎ
わ
い
を
再
生
す
る
民
間
主
導

型
の
事
業
を
募
集
し
、補
助
金
を
交
付
す
る
。

■
創
業
等
支
援
事
業予算

額
：
１
、９
１
８
万
円

　

新
た
に
創
業
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て
経

費
の
一
部
を
補
助
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で

創
業
者
を
応
援
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

　

き
め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
市
民
・
市
民
活
動
団
体
・
事
業
者
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。
連
携
し
て
「
健
幸
」「
し
ご
と
」
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
ま
た
協
働
の
基
盤
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
地
域
の
担
い
手

と
な
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
設
置
、
移
住

希
望
者
の
受
入
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
重
点
取
組
予
算
額
　
２
億
５
４
４
万
円

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

「
地
域
総
合
力
」

移
住
・
定
住
の
促
進

■
定
住
促
進
対
策
事
業

予
算
額
：
１
、０
９
５
万
円

　

定
住
支
援
員
を
配
置
し
、
移
住
希
望
者
へ

空
き
家
情
報
の
提
供
や
相
談
支
援
を
実
施
。

　

本
市
の
移
住
を
け
ん
引
す
る
向
津
具
地
区

で
は
、
新
た
に
「
お
試
し
暮
ら
し
施
設
」
を

整
備
す
る
ほ
か
、
地
域
と
移
住
希
望
者
を
つ

な
ぐ
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
仮
称
）」

を
配
置
し
、
受
入
体
制
の
充
実
を
図
る
。

集
落
機
能
を
再
生

■
集
落
機
能
再
生
事
業

予
算
額
：
２
、９
０
３
万
円

　

地
域
の
課
題
を
把
握
・
解
決
す
る
組
織
と

し
て
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
を
推
進

し
、
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
弱
体
化
し

つ
つ
あ
る
集
落
機
能
の
再
生
を
図
る
。

 

・
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
助
成

 

・
全
協
議
会
に
集
落
支
援
員
を
配
置

 

・
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
設
置

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業

予
算
額
：
４
、０
１
３
万
円

　

地
域
外
の
人
材
を
誘
致
し
、
地
域
特
性
に

合
っ
た
活
動
で
活
性
化
を
図
り
、
任
期
を
迎

え
る
定
住
希
望
の
隊
員
へ
起
業
支
援
も
実
施
。

《
隊
員
の
配
置
状
況
》

 

・
俵
山
・
仙
崎
・
三
隅
・
宇
津
賀
地
区  

各
１
人

 

・
向
津
具
地
区 

２
人

 

・
観
光
・
木
育
事
業 

各
１
人

※
三
隅
・
向
津
具
地
区
の
隊
員
３
人
は
平
成

　

30
年
８
月
に
任
期
満
了
、
平
成
30
年
度
は

　

新
た
に
３
人
を
配
置
予
定

観
光
事
業
の
強
化

■
地
域
商
社
と
デ
ジ
タ
ル
発
信
・
検
証
に
よ
る

　
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

予
算
額
：
６
０
０
万
円

　

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
に
よ

る
戦
略
的
情
報
発
信
・
検
証
で
、
効
果
的
な

宣
伝
や
商
品
開
発
、販
路
開
拓
に
つ
な
げ
る
。

農
業
の
担
い
手
確
保

■
長
門
市
農
業
振
興
公
社（
仮
称
）推
進
事
業

予
算
額
：
10
万
円

　

担
い
手
機
能
と
担
い
手
育
成
機
能
を
持
つ

第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
の
農
業
公
社
を
設
立

し
、
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
。
平
成
30
年
度
は

先
進
地
視
察
や
研
究
・
調
査
を
進
め
る
。
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基
本
目
標
の
達
成
に

向
け
た
取
組

　

第
２
次
長
門
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
７
つ

の
基
本
目
標
の
う
ち
、
ま
ち
づ
く
り
を
け
ん

引
す
る
３
項
目
は
重
点
施
策
（
４
〜
５
ペ
ー

ジ
参
照
）
と
し
て
積
極
的
に
挑
戦
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
４
項
目
の
達
成
に

向
け
て
も
、
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。１

安
全
で
安
心
し
て

住
め
る
ま
ち
づ
く
り

■
本
庁
舎
建
設
事
業

予
算
額
：
19
億
６
、９
９
０
万
円

　

平
成
31
年
10
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、

昨
年
度
に
着
手
し
た
建
築
工
事
・
機
械
設
備

工
事
・
電
気
設
備
工
事
を
着
実
に
推
進
す
る
。

　

住
民
が
不
安
な
く
安
全
に
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
防
災
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
役
所
本

庁
舎
の
建
替
や
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
促

進
な
ど
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

予
算
額
：
１
４
２
万
円

　

自
主
防
災
組
織
設
立
時
の
経
費
を
補
助
す

る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
は
２
地
区
を
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
、
図
上
訓
練
な
ど
の
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
実
働
訓
練
を
実
施
。

■
た
め
池
改
修
事
業予

算
額
：
１
、５
６
０
万
円

　

下
流
に
あ
る
住
宅
や
公
共
施
設
へ
の
決
壊

時
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
深
川
湯
本

の
鴨
ヶ
浴
１
た
め
池
と
油
谷
後
畑
の
深
田
た

め
池
の
改
修
工
事
を
実
施
す
る
。

■
消
防
施
設
等
整
備
事
業

予
算
額
：
５
、８
６
８
万
円

　

地
域
の
消
防
防
災
の
中
核
的
存
在
で
あ
る

消
防
団
の
車
両
や
機
庫
な
ど
を
計
画
的
に
更

新
整
備
し
、
防
災
力
の
維
持
強
化
を
図
る
。

２
自
然
と
共
生
し
、

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

生
活
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
公
共

交
通
の
利
便
性
向
上
や
、
生
活
道
路
網
・
住

環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通
推
進
事
業

予
算
額
：
７
９
７
万
円

　

共
通
時
刻
表
の
作
成
や
バ
ス
路
線
案
内
サ

イ
ン
の
設
置
（
長
門
市
駅
）、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
費
補
助
を
実
施
。

３
歴
史・文
化
を
継
承
し
、

輝
く
人
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

　

地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
て
る
た
め
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
郷
土
の
歴
史
・
文
化
の
継
承
を
行
う

と
と
も
に
、
国
際
交
流
事
業
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
に
「
世
界
を
知
り
、
世
界
へ
の
夢
」

を
描
く
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

■
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

　
長
門
市
キ
ャ
ン
プ
招
致
事
業

予
算
額
：
９
６
７
万
円

　

キ
ャ
ン
プ
地
の
引
き
受
け
に
向
け
、
チ
ー

ム
関
係
者
の
視
察
の
受
け
入
れ
や
、
食
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養

成
を
行
う
。

■
俵
山
地
域
ス
ポ
ー
ツ
交
流
活
性
化
事
業

予
算
額
：
３
億
６
、４
０
８
万
円

　

俵
山
多
目
的
交
流
広
場
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（
平
成
30
年
８
月
供
用
開
始
予
定
）・
観
客
席
・

ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
な
ど
を
整
備
す
る
。

４

効
率
的
で
効
果
的
な

行
財
政
運
営

　

第
４
次
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
市
民
目
線
の

き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
量

と
質
の
両
面
で
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
職
員
研
修
事
業予

算
額
：
１
、０
０
９
万
円

　

他
の
自
治
体
へ
の
派
遣
、
各
種
財
団
や
消

防
大
学
校
が
実
施
す
る
研
修
へ
の
参
加
を
通

じ
て
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
。
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■
景
観
計
画
策
定
事
業予

算
額
：
５
７
０
万
円

　

市
内
全
域
を
対
象
に
、
景
観
形
成
の
方
針

や
基
準
、
行
為
の
制
限
な
ど
を
定
め
た
景
観

計
画
を
策
定
す
る
。

■
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

予
算
額
：
２
億
６
、８
９
２
万
円

　

生
活
環
境
の
改
善
と
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
市
道
の
改
良
工
事
を
実
施
。

■
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業

予
算
額
：
１
、２
５
４
万
円

　

老
朽
化
の
進
む
市
営
住
宅
の
外
壁
な
ど
の

改
修
を
実
施
。
平
成
30
年
度
は
仙
崎
Ｂ
棟
、

上
川
西
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
棟
の
実
施
設
計
を
行
う
。

■
農
業
集
落
排
水
施
設
機
能
診
断
事
業

予
算
額
：
１
、４
４
０
万
円

　

農
業
集
落
排
水
施
設
の
長
寿
命
化
・
機
能

保
全
に
よ
り
、
水
質
保
全
や
生
活
環
境
の
維

持
に
つ
な
げ
る
た
め
、
機
能
診
断
を
実
施
。

■
公
共
施
設
等
解
体
撤
去
事
業

予
算
額
：
８
、６
２
２
万
円

　

老
朽
化
し
た
旧
伊
上
保
育
園
、
旧
津
黄
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
、
旧
大
畑
小
学
校
、
通
市
営

住
宅
を
解
体
撤
去
す
る
。

■
ソ
チ
市
国
際
交
流
事
業

予
算
額
：
７
２
２
万
円

　

姉
妹
都
市
提
携
の
合
意
に
向
け
、
地
域
間

交
流
を
促
進
す
る
。
山
口
県
と
の
共
催
で
日

露
交
歓
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を
予
定
。

■
外
国
語
指
導
助
手
導
入
事
業

予
算
額
：
２
、２
６
６
万
円

　

外
国
語
指
導
助
手
を
市
内
全
小
中
学
校
に

派
遣
し
、
語
学
力
の
向
上
と
国
際
交
流
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
る
。

■
明
治
維
新
150
年
記
念
事
業

予
算
額
：
２
３
９
万
円

　

村
田
清
風
と
明
治
維
新
に
関
す
る
歴
史
講

演
会
や
記
念
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
。

■
教
員
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・

　
地
域
連
携
ア
シ
ス
タ
ン
ト
設
置
事
業

予
算
額
：
４
８
３
万
円

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
配
置
し
、
教
員
の
働
き

方
改
革
の
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
や
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
の
充
実
を
図
る
。

■
学
校
施
設
改
修
事
業

予
算
額
：
１
億
２
、５
６
６
万
円

　

老
朽
化
し
た
設
備
の
改
修
と
し
て
、
平
成

30
年
度
は
向
陽
小
学
校
ト
イ
レ
・
菱
海
中
学

校
屋
内
運
動
場
屋
根
の
改
修
を
行
う
。

■
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業

予
算
額
：
７
９
１
万
円

　

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
第
２
回
Ｊ
Ａ
Ｌ
向
津
具
ダ
ブ

ル
マ
ラ
ソ
ン（
６
月
10
日
開
催
予
定
）」や「
な

が
と
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
ラ
イ
ド
（
平
成
30

年
秋
開
催
予
定
）」
を
実
施
。


